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生産性を高め、重点プロジェクトを推進する
マンパワーを確保している

すべての分野でDXが推進されている

すべての分野でGXが推進されている

デジタル技術等を活用して業務の標準化を図り、業務を効率化す
ることで、重点プロジェクトを強力に推進していくためのマンパワー
を確保します。

デジタル化による利便性の向上を住民が享受で
きるよう、オンラインで可能な行政手続きを増や
します。

日々の暮らしや生産活動の中での CO2排出状況を可視化します。「山
形村地球温暖化対策実行計画（仮称）」を作成し、村内で実施する具
体的な取り組みや推進体制を明確にします。

これまでの重点プロジェクトは、マンパワー
確保の仕組みが弱く、十分に機能しませんで
した。今後は、業務の効率化を推進すること
でマンパワーを確保していくことが求められます。

デジタル化の起点となるマイナンバーカードの村内普及率は32.6％（令
和4年5月）であり、全国の44.0％と比べて遅れています。今後ます
ます加速するデジタル化の恩恵を受けられるよう、普及を推進すると
ともに、実際のオンラインサービスを充実していくことが求められます。

ゼロカーボンへの社会的な機運が高まる中で、
村内のCO2排出状況に関するデータが整っ
ていません。状況を見える化し、住民や事
業者とともにゼロカーボンに向けた意識・行
動をこれまで以上に高めていく必要があります。

デジタル技術の導入による庁内の生産性向上

行政手続きのデジタル化

環境にやさしい行動の収集・促進
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C
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現 状と課 題

現 状と課 題

現 状と課 題

重点プロジェクト

重点プロジェクト

重点プロジェクト

環境教育・環境学習への参加、
環境にやさしい行動の実践

マイナンバーカードの取得

環境にやさしい産業活動の
実践

重点目標
令和3年度

実績
令和8年度

目標
地球温暖化対策実行
計画（区域編）の策定 0 1
行政業務におけるCO2
排出量

1,477t →

重点目標
令和3年度

実績
令和8年度

目標
常に効率的で成果を出すことを求めて
いる職場だと感じる職員の割合 31.0％ 41.0％

マイナンバーカードを
利用した申請の割合 7.0％ →
オンライン申請件数 3,234件 →

住民

住民

企業・
団体など

みんなでチャレンジ！

みんなでチャレンジ！

※「→ 」は、令和2年度以降の実績値の最小値よりも減少させることを示しています

※「 →」は、令和3年度以降の実績値の最大値よりも増加させることを示しています

SDGs

※令和２年度
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事業の方向性 担当課

人材マネジメント
主な事業：�戦略的な人材採用・キャリア形成、職員研修、人事評価、外部人材との協働（地域おこ

し協力隊、集落支援員等）、外部人材の活用・登用（各種アドバイザー、人材派遣制度等）

総務課

企画振興課

財政基盤の強化
主な事業：�安定した税収の確保（村税等のコンビニ収納、長野県地方税滞納整理機構との連携、固

定資産税評価替え土地評価見直し、各種手数料等の見直し）、国・県の助成金・補助金の
積極的な獲得・活用、自主財源の確保（ふるさと応援寄附金、個人・団体から寄附金の

募集）、計画的な予算の確保（財政分析に基づく枠予算の導入、課別の予算調整の徹底）、

財政状況の公表（統一的基準に基づく財務諸表の作成）

税務課

企画振興課

総務課

効果的かつ効率的な事業運営の推進
主な事業：�本計画の進捗管理、行政評価制度を活用し事務事業の見直し、様々な分野で松本市を中

心とした広域連携を検討

総務課

企画振興課

事業の方向性 担当課

公共施設等の適正配置のあり方検討
主な事業：�あり方検討委員会（複合施設の実現に向けた既存施設の再編・統廃合の検討）、利用実績

のデータベース化、住民ニーズの把握

総務課

公共施設等の適切な管理
主な事業：�再編・統廃合、維持・管理、指定管理者制度の導入、公園管理交付金、遊具の保守点検（な

ろう原公園他12公園）、植栽管理（役場庁舎周辺他13箇所）、除草（ちびっこ広場他8箇所、

なろう原公園他）

総務課

行財政改革の推進

公共施設のストックマネジメントの推進

持続可能な行財政運営を実現するため、人材マネジメントを充実します。また、村税の適
切な賦課徴収や自主財源の確保を推進し、長期的な見通しを踏まえた計画的な財政運営
を行います。加えて、本計画のPDCAサイクルを回しながら、効果的かつ効率的な事業運
営を推進します。

公共施設の利用状況や更新・管理にかかる経費を踏まえ、将来世代に不公平な負担を強
いない公共施設等の適正配置のあり方を検討し、住民ニーズに応えた適切な管理を推進
します。

施策の全体像

施策１

施策 2

庁内連携分野7

※本施策は、全課が連携して実施し、表中の担当課はとりまとめを行います



51

は
じ
め
に

基
本
構
想

前
期
基
本
計
画 

〈
行
政
改
革
分
野
〉

資
料
編

事業の方向性 担当課

協働の基盤づくり
主な事業：�広報活動の充実（広報、ホームページ、SNS（LINE、YouTube、Instagram、Zoom等）、

番組制作・放送）、広聴活動の充実（施策に関する意見交換会、ご意見箱、パブリックコ

メント）、2次利用可能なオープンデータ化の推進、公文書公開への対応、各種委員会・

審議会委員登用

総務課

企画振興課

DXの推進
主な事業：�住民の利便性向上（マイナンバーカードの普及、行政手続きのオンライン化、書かない窓口・

リモート窓口の検討・導入、テレワークの検討・導入、山形ポイント制度の検討）	 

庁内の生産性の向上（デジタル技術の導入による業務改善）、DXを推進する環境づくり（デ

ジタル化を支える人材の確保・育成、新技術導入の検討、情報セキュリティ対策）

税務課

企画振興課

住民課

GXの推進
主な事業：�環境関連事業を推進する人材の確保・育成、村内の温室効果ガス排出状況の見える化、

推進体制の構築（企業・団体等とのパートナーシップづくり、庁内体制の充実）、家庭・

地域・企業・団体等から環境にやさしい行動を収集・発信

住民課

分野横断の取り組みの推進
住民と役場が連携してまちづくりを進めるため、広報・広聴活動や情報公開、施策づくり
への住民参加を充実します。また、行政サービスの向上や行政運営の効率化・高度化に向
けて、DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進します。加えて、環境にやさしいや
まがたらしい暮らしを創造する、GX（グリーントランスフォーメーション）を推進します。

施策 3

※本施策は、全課が連携して実施し、表中の担当課はとりまとめを行います

DX
（デジタルトランス
フォーメーション）

多様な納税方法の確保、財政シミュレーションとその活用

予約システムの導入による利用状況のデータ化

統計情報等のオープンデータ化の推進、 
デジタル人材の確保・育成、各種手続きのデジタル化

GX
（グリーントランス
フォーメーション）

環境にやさしい施設整備・改修の推進

環境関連事業を推進する人材の確保・育成

主な個別計画
財政計画（令和5～9年度）
公共施設等総合管理計画（平成29～令和14年度）
山形村地球温暖化対策実行計画（事務事業編）（令和3～5年度）

分野横断の取り組み

庁内連携分野の個別計画

施策１

施策 2

施策 2

施策 3

施策 3
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本計画は、以下の中長期的なPDCAサイクルと短期的なPDCAサイクルをまわしながら推進します。

（１） 中長期的なPDCAサイクルの主な内容

基本構想を踏まえ、村づくりの施策を定める基本計画を5年ごとに作成し（Ｐ）、施策を実行し（Ｄ）、成果を評価し（Ｃ）、
改善の方向性を導出します（Ａ）。

（２）短期的なPDCAサイクルの主な内容

基本構想・基本計画を踏まえ、村の主要事業の内容と予算を計画する「実施計画」を毎年度作成し（Ｐ）、事業を実施し（Ｄ）、
実績や投入した資源量を評価し（Ｃ）、改善の方向性を導出します（Ａ）。

計画の推進にあたって3

プロセス 時期 ツール 内容 担当

Plan 令和 4 年度 前期基本計画 ・令和5～9年度の施策の方向性を定める
審議会

企画振興課
担当課

Do 令和 5 ～ 9 年
度 - ・前期基本計画に沿って事業を実施 担当課

Check

令和 9 年度

目標
村民アンケート

・�全体目標・重点目標の達成状況や村民アンケー
ト結果を整理し、振り返りを行う 審議会

企画振興課
担当課
理事者Action - ・�評価結果を踏まえて、前期基本計画の施策改善

の方向性を導出する

プロセス 時期 ツール 内容 担当

Plan n 年度

９～ 11 月 実施計画 ・�翌年度以降、３か年の主要事業の内容と予
算を計画する 担当課

12 ～３月 予算書 ・実施計画を踏まえて、予算を編成する 財政係
理事者

Do n+1 年度 ４～３月 - ・実施計画に沿って事業を実施する 担当課

Check

n+2 年度

４～５月 評価シート ・�事業の実績や投入した資源量を分野別に整
理し、振り返りを行う 担当課

財政係
評価委員会
企画振興課６月 第３者評価 ・�分野別の評価シートを踏まえ、有識者等と

ともに改善の方向性を導出する

Action ７～８月 予算編成方針 ・�評価結果を踏まえて、次年度の重点や資源
配分の考え方を作成する

理事者
政策会議
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（１） 令和3年度

年月日 会議等名称 主な内容

7月1日 第1回 総合計画幹事会
・勉強会「総合計画とは」
・村民アンケートについて
・今後の実施していくことの検討

7月7日 第1回 第6次総合計画審議会
・会長、副会長の選出
・総合計画の策定スケジュールの共有
・勉強会「総合計画とは」

7月7日 諮問

8月4日 第2回 第6次総合計画審議会 ・村民アンケートについて
・アンケートに答えてみてのご意見

9月16日～10月15日 中学生・高校生・新成人アンケート ・村のイメージ
・村の良いところ・良くないところ

9月16日～10月18日 村民アンケート ・これまでの村づくりの評価
・�これからの村づくりについてのご意見・アイデア

10月18日～10月29日
メッセージツリー（アイシティ21、トレーニング
センター・図書館、すくすく、ふれあい児童館、
山形小学校、いちいの里、スカイランドきよみず）

・�「こんな山形村になったらいいな」を言葉にする

11月2日 小学生ワークショップ ・「こんな山形村になったらいいな」を絵にする

11月10日 第3回 第6次総合計画審議会 ・調査結果について（報告）
・地域全体で伸ばすこと・改善すること

11月24日 職員ワークショップ ・SIMULATIONやまがた2030

12月27日 第2回 総合計画幹事会 ・総合計画の概要及び現状と課題、人口目標（説明）

令和4年1月11日 第3回 総合計画幹事会 ・人口目標、将来像等の検討
・分野設定の方向性の検討

1月21日 第4回 第6次総合計画審議会 ・総合計画の概要及び現状と課題、人口目標（説明）
・将来像の検討

1月24日 理事者ヒアリング
（村長・副村長・教育長）

・�総合計画の概要及び現状と課題、人口目標、将
来像の方向性

・分野別ビジョンの方向性

2月8日 第4回 総合計画幹事会 ・分野別ビジョンの方向性

3月10日 第5回 第6次総合計画審議会 ・将来像の検討
・分野別ビジョンの検討

3月14日～3月15日 分野別ビジョン 課別検討会 ・分野別ビジョンの検討

3 月25 日 第6回 第6次総合計画審議会 ・将来像について
・分野別ビジョンについて

策定経過１
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（2） 令和4年度

年月日 会議等名称 主な内容

4月26日 総合計画のPDCAサイクル検討会 ・�PDCAサイクルの課題整理、改善の方向性の検討

5月18日～5月19日 重点プロジェクト・重点目標 課別検討会 ・重点プロジェクト・重点目標の検討

6月2日 第7回 第6次総合計画審議会（部会形式） ・分野別ビジョンについて

7月19日～7月20日 関係団体ヒアリング
（JA松本ハイランド山形支所、山形村商工会） ・産業振興分野の施策・事業の連携について

7月28日 第8回 第6次総合計画審議会（部会形式）
・�分野別ビジョンの確認
・指標の検討
・通常の施策の確認

10月7日 第9回 第6次総合計画審議会 ・基本構想・基本計画の確認

10月18日～11月6日 パブリックコメント

11月14日 第5回 総合計画幹事会 ・パブリックコメントの結果と回答について
・計画の進捗管理について

11月18日 第10回 第6次総合計画審議会 ・パブリックコメントの結果と回答について
・計画の進捗管理について

11月21日 答申

村民アンケートの概要と結果

・調査期間	 ：令和３年９月16日～10月18日
・調査対象者数	：2,500人
・抽出方法	 ：住民基本台帳からの無作為抽出した18歳以上の村民
・調査方法	 ：郵送調査、Webアンケートの併用
・有効回答数	 ：1,362件（54.5％）　※うち346件がWeb回答

パブリックコメントの概要と結果

・募集期間	 ：令和4年10月18日～11月6日
・対象者	 ：村内在住者、村内在勤者、村内在学者、村内に事業所を有する者
・提出方法	 ：窓口、郵送、FAX、メール、Web
・提出者	 ：4名　※窓口提出2名、Web提出2名
・意見数	 ：19件
・�計画修正に至った意見と対応：1件　「PDCAサイクルはどのような形を想定しているのでしょうか。」という意見
に対し52ページ「計画の推進にあたって」を作成
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山形小学校
（高学年）
(n=293)

・�夜に暗くなるので、田んぼ周辺に外灯がほしい
・�自然を残して緑ゆたかにしてほしい

みんなの声を反映しました2

（１）全村民対象メッセージツリー

みんなで目指したい山形村の姿について、アイシティ21、トレーニングセンター・図書館、子育て支援センターすくすく、
ふれあい児童館、山形小学校、保健福祉センター いちいの里、スカイランドきよみずを訪れた方からメッセージをい
ただきました。

※吹き出し中の太字は、それぞれの会場で多くあげられたキーワード

アイシティ21
(128名が参加)

・�いちいの里がどんな施設か分かりやすくしてほしい
・�たくさん遊べる公園がほしい

子育て支援センター
すくすく
(9名が参加)

・上大池にも公園がほしい
・�歩道の凸凹をなくしてベビーカーが通りやすくし

てほしい

保健福祉センター
いちいの里
(39名が参加）

・�新しい施設はいらないので、ミラフード館を活用
してほしい

・�福祉バスの午後便を増やしてほしい

トレーニングセンター・
図書館

(39名が参加)

・図書館を充実させてください
・広い公園がほしい
・コロナのない幸せなまちがいい

スカイランド
きよみず
(12名が参加)

・�不法投棄が減ってほしい。そのためにゴミ袋を
安くしてほしい

・ここは景色がきれい

ふれあい児童館
（低学年）
(147名が参加)

・�コロナがなくなって色々なところに行きたい
・�児童館がもっと楽しくなってほしい
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みんなの声を反映しました
本計画は、第６次以前から実施されてきたアンケートやパブリックコメントの他に、「全村民対象メッセージツリー」 「小
学生対象お絵描きワークショップ」を行い、すべての住民に開かれた計画づくりを推進してきました。いただいたメッセー
ジ等は、将来像・ビジョン・施策を検討する際に参考にしています。

（２）小学生対象お絵描きワークショップ

小学生に山形村の好きなところ・良いところを、絵で表現してもらいました。

公園にもっといっぱい遊具がほしい 公園が楽しくなってほしいごはんを残さないでね 山から、花火が見えるね

虫と自然がいっぱい きれいな景色花火がいっぱい 山形村のテニス

おいしいそば 大好きな自然きれいなお花が咲いてほしい おいしいそば

山形村の山が一番 田んぼだよきれいな景色 きれいな花火

サッカーの試合が始まる お花みたいな花火紅葉の山 きれいな庭の景色

ふれあい児童館 （低学年）
(20名が参加)
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職 名 氏名 備考
1 議会代表 春日　　仁　 令和3・4年度

2 議会代表 小出　敏裕 令和3・4年度

3 区長の会・村長が認める者 沖津　弘門 令和3・4年度

4 区長の会 中村　俊春 令和3・4年度

5 区長の会 笹川　光夫 令和4年度

6 公民館長 百瀬　純雄 令和3・4年度

7 農業委員会長 中川　英治 令和3・4年度

8 民生児童委員協議会長 古本　政雄 令和3・4年度

9 商工会長 平沢　典義 令和3・4年度

10 JA山形支所担当理事 青柳　　寛 令和3・4年度

11 消防団長 上條　仁司 令和3年度

12 消防団長 本庄　富雄 令和4年度

13 識見者 小山　茂喜 令和3・4年度

14 村長が認める者 齊藤　浩美 令和3・4年度

15 村長が認める者 渡邉　路子 令和3・4年度

16 村長が認める者 小林　早苗 令和3・4年度

17 村長が認める者 藤谷久美子 令和3・4年度

18 村長が認める者 北村　佳奈 令和3・4年度

19 村長が認める者 籠田　利紀 令和3・4年度

20 村長が認める者 神農　来栄 令和3・4年度

21 村長が認める者 百瀬　貴俊 令和3・4年度

22 村長が認める者 上條　雄嗣 令和3・4年度

23 村長が認める者 古川　誠治 令和3・4年度

24 村長が認める者 窪田　典子 令和3・4年度

25 公募 土田　淳一 令和3・4年度

審議会委員名簿3
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A〜Z

DX
デジタル（Digital）と変換（Transfoma-
tion）という意味の言葉で、デジタル技術
を浸透させることで、人々の生活をより
良いものへと変換することを意味する。

GX
グリーン（Green）と変換（Transfoma-
tion）という意味の言葉で、ゼロカーボン
の実現に向けて、様々な仕組みを変革し
ていくことで、人々の生活をより良いも
のへと変換することを意味する。

ICT
Information and Communication 
Technologyの略。
情報通信技術のこと。単にコンピュータ
を使うだけでなく、人とインターネット、
人と人がつながっていく状態に着目する
表現。

KPI
Key Performance Indicator の略。重要
業績評価指標のこと。目標を達成するプ
ロセスの達成度合いを計測するために用
いる。

PDCAサイクル
「Plan：計画を立てる、Do：実行する、
Check：評価する、Action：改善する」
のそれぞれの頭文字を並べた言葉。これ
らを繰り返し行うことで、業務の改善を
行う。

SDGs
Sustainable Development Goals（持続
可能な開発目標）の略。
2015年9月の国連サミットで加盟国の全
会一致で採択された「持続可能な開発の
ための2030アジェンダ」に記載された、
2030年までに持続可能でよりよい世界を
目指す国際目標のこと。

SNS
Social networking serviceの略。人と人
とのつながりの構築を促進、支援するネ
ットサービスのこと。

UIJターン
都市部から地方への人口移動のこと。U
ターンは地方から都市部へ移住した者が

再び地方の生まれ故郷に戻り定住すること。
Iターンは都市部で生まれ育った者が地方
に移住すること。Jターンは地方から都市
部へ移住した者が生まれ故郷の近くの都
市へ戻り定住すること。

あ行

アウトリーチ
支援が必要であるものの、自ら申し出な
い人々に対して、支援者が積極的に働き
かけて支援の実現を目指すこと。

空き家バンク
空き家の不動産情報を自治体のホームペ
ージ上等で提供する仕組みのこと。

援農
農家ではない人が、農作業の手助けをす
ること。

オープンデータ
機械判読に適したデータ形式で、二次利
用が可能な利用ルールで公開されたデー
タのこと。

か行

コミュニティスクール
学校支援ボランティアの活動をもとに、保
護者・地域と学校が協働して、学校支援活動、
学校運営参画、評価を一体的に行うこと
により開かれた学校づくりを進めている
小中学校のこと。

さ行

再生可能エネルギー
太陽光や太陽熱、水力、風力、バイオマス、
地熱など、一度利用しても比較的短期間
に再生が可能であり、資源が枯渇しない
エネルギーのこと。

事業承継
事業の経営を後継者に引き継ぐこと。経
営基盤・技術・ノウハウ等を次の世代に
引き継ぐことで、事業の継続的な発展を
目指す。

住民支え合いマップ
災害の避難時に支援が必要な方と支援者
等を表記した地図のこと。

スマート農業
ロボット技術や情報通信技術等の先端技
術を活用する農業のこと。

ゼロカーボン
企業や家庭から出る二酸化炭素（CO2）な
どの地球温暖化ガスを減らし、森林等に
よる吸収分等と相殺して実質的な排出量
をゼロにすること。

た行

地域包括ケアシステム
団塊の世代が75歳以上となる2025年を目
途に、重度な要介護状態となっても住み
慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の
最後まで続けることができるよう、住まい・
医療・介護・予防・生活支援が一体的に
提供される体制。

テレワーク
情報通信技術等を活用し、時間や場所の
制限を受けずに柔軟に働くことができる
形態のこと。

特定健診
40歳～74歳の方を対象に、生活習慣病の
予防のために行う、メタボリックシンド
ロームに着目した健診のこと。

な行

認定農業者
農業経営基盤強化促進法に基づき、市町
村が示した農業経営の目標に向けて、自
らの創意工夫に基づき、経営の改善を進
めようとする計画を作成し、認定された
農業者。

農地中間管理機構
高齢化・後継者不足等の理由で耕作でき
ない農地を借り受け、担い手農家に貸し
付ける国の制度を運営する公的な機関の
こと。

は行

パートナーシップ
関係者が連携・協力することで、単独で
の実現が難しいことを、効果的に実現し
ていく仕組みのこと。

用語解説4
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ハザードマップ
自然災害の被災想定区域や避難場所・避
難経路の位置等を表示した地図。

バリアフリー
障がい者や身体機能の低下した高齢者
が、日常生活や社会参加活動を行ううえで、
障壁（バリア）になっているものを除去
することをいう。

ビルド&スクラップ
ここでは、新規の施策を立案するとともに、
非効率であったり、役割を終えたりして
いる既存施策を見直し・廃止することで、
役場の経営資源（ヒト・カネ等）を効率
的に活用できるようにすることを指す。

ファミリーサポートセンター事業
乳幼児や小学生等の児童を有する子育て
中の方を会員として、児童の預かりの援
助を受けることを希望する者と、当該援
助を行うことを希望する者との相互援助
活動に関する連絡・調整を行う取り組み。

ま行

マンパワー
投入できる人的資源のこと。

メタボリックシンドローム
内臓脂肪型肥満をきっかけに脂質異常、高
血糖、高血圧となる状態のこと。

モラルハザード
倫理的・道徳的な節度が保たれず、社会
的な責任が果たされないようになること。

や行

遊休農地
農地でありながら、耕作されておらず、今
後も耕作されそうにない土地のこと。

ユニバーサル社会
年齢、性別、障がい、文化などの違いに
関わりなく誰もが地域社会の一員として
支え合う中で安心して暮らし、一人ひと

りが持てる力を発揮して元気に活動でき
る社会のこと。

用地
ある目的に使われる土地のこと。

ら行

ライフワークバランス
「仕事と生活の調和」と訳され、やりが
いや充実感を持ちながら働き、仕事上の
責任を果たしながら、家庭や地域生活な
どにおいても、子育て期、中高年期とい
った人生の各段階に応じて多様な生き方
が選択・実現できること。

わ行

ワンストップ相談窓口
自治体の各種手続きを行う住民窓口機能
を集約し、1箇所で完結できるようにする
取り組みのこと。

第６次山形村総合計画
基本構想・前期基本計画

山形村役場　企画振興課
〒390-1392　長野県東筑摩郡山形村2030-1
TEL 0263-98-5666　FAX 0263-98-3078

ホームページURL https://www.vill.yamagata.nagano.jp/
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